
＜2025年度 abt成果報告会＞

新外交イニシアティ
ブ

「核燃料サイクル計画」と「次世代
原子炉開発」の問題点を解説し、政
策変更を求める動画シリーズの制作



本企画の背景

■世界で進む「エネルギー大転換」、取り残される日本

►何が、自然エネルギーへの移行を妨げているのか？

・分かりやすい短編動画の制作
・エネルギー政策の変更を求める政策提言
・これらをアピールするためのイベント

►政府と大手電力によるPR活動にどう対抗し、
「脱原発・脱化石燃料」への支持を広げていくか？

・原子力と化石燃料への拘泥



■短編動画シリーズ  全10回

短編動画の制作

►手軽さ
各回、正味約6分

►親しみやすさ
“青い象”の「すかいちゃん」とND研究員の掛け合い

►分かりやすさ
イラストや図表を使いながら、平易な表現で語る
「内容は高度なのに、分かりやすい」（視聴者の感想）



►経済合理性と実現可能性に乏しい「核燃料サイクル計画」
六ヶ所再処理工場/プルトニウム/中間貯蔵/核廃棄物

►原子力発電・原子力産業延命のための「次世代革新炉開発」
   

►輸入頼みの「化石燃料依存」
石炭火力/天然ガス/化石燃料延命策（CCS、アンモニア混焼など）

►「エネルギー転換」
エネルギーの選択を超え、どんな未来を描き、選び取るのか        

＜フォーカス＞

2025年10月から順次公開、26年4月に完結



►2018年閉鎖

►プルトニウムは“ごみ”として埋設

廃棄

►残されたのは膨大な量の核廃棄物

と放射能汚染

英・セラフィールド再処理工場



■2025年10月 オンライン座談会／動画公開イベント

「エネルギー転換」のアウトリーチ戦略を語り合う

―硬直化した政策を変えるには―

イベント①

＊約130名がオンライン参加

＜パネリスト＞
大島堅一

（龍谷大学教授、原子力市民委員会座長）

津田大介
（ジャーナリスト、メディア・アクティビスト）

深草亜悠美
（認定NPO法人 FoEJapan事務局長）



■2026年4月 政策提言(日本語/英語）発表

政策提言

＜要旨＞
►偽りの「竣工」は認められない
►確実性に乏しいプルトニウム利用計画
►経済合理性のないプルサーマル
►地震規模の過小評価と危惧される耐震性
►膨らみ続ける再処理コスト

凍結して再検証、市民参加による議論

六ヶ所再処理工場の妥当性を問い直す
―再検証と開かれた議論を求める―



■2026年４月 ND政策提言発表シンポジウム

イベント②

＊会場参加、約80名
オンライン参加、約100名

＜パネリスト＞
・鈴木達治郎
（元・原子力委員会委員長代理、長崎大学客員教授）

・海渡雄一
（弁護士、核燃料サイクル阻止１万人訴訟弁護団）

・松久保肇
（NPO法人原子力資料情報室共同代表・事務局長）

「六ヶ所再処理工場の妥当性を問い直す」

＊青森をはじめ各地から参加
地方紙を含むメディア多数参加



■固化試験を後回し？
►日本原燃は高レベル廃液の固化技術を確立できていない
・液状のままでは超危険、爆発の恐れ、なるべく早く固化
・固化できないとタンクがほどなくして満杯になり運転停止
・操業開始が27回も延期されてきた主要因

►2025年12月14日
日本原燃、高レベル廃液の固化試験は「竣工後に実施」

►2026年5月20日
原子力規制委員会、容認

安全軽視
「竣工」詐称

短編動画や政策提言を活用、偽りの「竣工」を止める



■短編動画
►問題を伝えるツールとしてアウトリーチに活用

►手軽に学べる“教材”としての利用

■政策提言（日英）
►良い反応→提言を基に、次のステップへ

►六ヶ所再処理工場の最新情報を海外へ伝える

■学び：動画の再生回数を伸ばすには
・YouTubeのアルゴリズムを意識した動画制作、投稿

・動画視聴の分析、今後に活かす

実施の成果と学び



動画制作にご協力いただいた皆様（ここに
名前を挙げていない方々を含め）に感謝。



Abtの皆さま

ご支援とご助力、ありがとうご
ざいました。
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